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「安全管理」

□ねらい
　安全管理の視点や安全計画の立案について理解するとともに，救命救急法の基本技術を習得
する。
□内　容　
・体験活動における安全管理の基本的な考え方を理解する。
・活動前と活動中の安全管理及び事故への対応方法を理解する。
・救命救急法の実習を行う。

１節「体験活動における安全管理の基本」

　体験活動を効果的に提供するためには，プログラムの内容が重要であると同時に，事故やけがな
く体験を最後まで提供することも重要です。せっかくの素晴しい体験活動であっても，事故やけが
が起こることで，台無しになってしまうのは言うまでもないことですが，そのことが心理的な障害
となって消えない可能性もあります。したがって，安全管理を怠らず行う必要があります。
　しかし，過度に安全を意識して制限や禁止を加えていったり，過剰に守ろうとすることで，本来
の体験活動が提供できず，何のために体験活動を行っているのか分からないようでは，本末転倒と
なります。最低限の安全管理と過剰な安全管理をしっかり区別した上で，体験そのものの意義が損
なわれないようにしておく必要があります。

（１）「リスクマネジメント」

　安全管理を行う上で，最近では一般的となっている考え方に「リスクマネジメント」という考え
方があります。通常リスクとは「損失が発生するかもしれない不確実な要素」と定義されています。
つまり，現在はっきりと目に見えて分かるものや見えないものなど，何か自分にとって損失（事故
やけが，良くないことなど）が起こりそうだと感じた時にはリスクが存在していると言えます。ま
た，リスクマネジメントとは「リスクの存在，大きさなどを事前に把握し，合理的な方法とコスト
で適切な対処策を講じておくことにより，リスクによるダメージを小さくすること」とされていま
す。ですので，リスクを察知し，起こったときの損失を許容範囲にとどめるように対処策を取るこ
とになります。
　ここで大事にして頂きたいことは，そもそも，リスクをゼロにすることが本来の目的ではないこ
とです。もちろん，工場や作業現場でのリスクマネジメントでは徹底的にリスクを排除し，取り除
くことを目標としています。しかし，体験活動，特に自然の中で行われる体験活動においては，そ
のリスクを学びの題材として，成長につなげる有効な教材となることも少なくありません。また，
人間の手でリスクをゼロにすることは，不可能に近いと言えます。したがって，自分たちの許容範
囲，コントロール可能な範囲にとどめておくことが最も重要な基本の考えとなります。

　リスクマネジメントを進めるには基本的な手
順があります。
　まずは，リスクを「発見・把握」し，次に，発見・
把握したリスクを「評価・分析」することです。
そして，その「評価・分析」に応じて適正な「対処・
対応」を行い，最後は「確認・フォロー」で終
わります。

①「リスクの発見・把握」
　最初のステップの「リスクの発見・把握」についてですが，まずは，リスクそのものを感じとら
なければ，何も始めることはできません。指導者はいかにこのセンサーを磨き，感じる力を養うか
ということが重要です。同じ状況であっても，人によっては，怖く感じたり，何も感じないといっ
た個人差もあります。指導者としては，常に敏感にさまざまなリスクを感じ取る力が求められます。
　一般的に，リスク要因は２つの大きなカテゴリーに分けられます。１つは，人そのものに関わる

「人的要因」です。体力・筋力・疲労・集中・意欲・性別・年齢経験・関係など，人が介在するこ
とで起こる，人に内在する様々な要因です。
　もうひとつは，人を取り巻く環境による「外的要因」です。特に自然の中で何かしらの体験を行
う際には，天候・フィールド・道具・施設・動植物など様々な要因に取り囲まれています。
　これまでの事故事例から知られているのは，事故は，人的要因と外的要因が重なったときに起き
やすいということです。したがって，この２つの視点をもって，いかにリスクを敏感に察知するか
が，リスクマネジメントの第一歩となります。

図６－１　リスクマネジメントの基本的な手順

～どこにどんなリスクがあるのか～

すべての感覚を駆使して情報収集（目・耳・肌・鼻・舌・第六感）

図６－２　リスクの発見・把握
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②「リスクの評価・分析」
　２つめのステップである「リスクの評価・分析」ですが，発見・把握したリスクをどれぐらい
の大きさ，起こりやすさといったスケールを用いて測っていきます。ひとつひとつのリスク要因は，
それぞれ大きさや起こりやすさといったものが違います。また，同じリスク要因でも，とりまく状
況やそこに介在する環境，人間によっても違いがでてきます。したがって，同じリスク要因でも常
に同じ評価が当てはまるわけではなく，常に変化しているため，その状況での評価・分析を正確に
行う必要があります。また，評価・分析そのものが，人によって差があることがあり，公正なもの
にならなければ，偏ったものとなることがあります。
　

図６－３　リスクの評価・分析

　図６－３を見てください。例えば，あなたが見つけたリスクは，図のどこに位置するでしょうか。
例えば，「大雨が降っていて雷が鳴っている」状況で，「これから外でハイキングを実施するか」と
いう場合，外に出れば雷に遭う確率は高く，人体に雷が落ちれば死亡する可能性があり，「確率高い，
危険大」と評価・分析することができます。

③ ｢リスクの対処・処理｣
　３つめのステップは ｢リスクの対処・処理｣ です。リスクを評価・分析した後，それに見合った
対処を行います。当然のことながら，リスク自体が大きく，起こりやすければ，そのままでは非常
に危険な状況です。したがって，なんらかの対処をして，リスクの軽減または回避を行う必要があ
ります。また，リスク自体が小さく，起こりにくいようであれば，リスクを保有して活動を継続す
ることになります。

 確率高い 確率低い 

 

  

 

リスク

リスク
リスク

リスク リスク

リスク

リスク

図６－４　リスクの対処・処理

　自然体験活動を，上の図に当てはめて考えてみると，以下のような対処・処理を行なうことにな
ります。

回避（Ａ）：大雨が続き地盤がゆるんでいるため落石の危険性がある
→決行すれば，落石にあう確率が高く，死亡の可能性も有り
→回避すべき

転嫁（Ｂ）：ハイキング途中で道路脇を歩かなくてはいけないが歩道があるので事故に遭う危険性
は少ないと判断
→同行する指導者が特に注意して管理する（リスクの軽減）
→万が一のことを考え，傷害保険に加入しておく

転嫁（Ｃ）：野外炊事場の近くが茂みになっていて，スズメバチが活発に活動する季節なので，心
配である
→あらかじめ，指導者がスズメバチの巣がないか，確認しておく（リスクの軽減）
→万が一のことを考え，傷害保険に加入しておく

保有（Ｄ）：キャンプファイアー場は砂利敷きになっていて，子どもが走ると滑ったり，石を投げ
る危険性がないか不安である
→走らなかったり，石を投げたりしなければ何も起こらない
→（子どもには注意をしつつも）そのまま実施する

 確率高い         確率低い 

リスクの軽減→保有 

（出来ない） 

↓ 

回避 

リスクの軽減→保有 

（出来ない） 

↓ 

転嫁（保険） 

リスクの軽減→保有 

（出来ない） 

↓ 

転嫁（保険） 

保有 
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２節 ｢活動前の安全管理｣

　体験活動の安全管理は，計画段階からすでに始まっています。一般的にあげられるいくつかのポ
イントについて，触れていきます。

（１）対象者に合わせた内容のプログラム

　対象者の年齢，経験，体力，性別などを考慮し，安全面を考え無理のないプログラムや計画を立
てることが大事です。能力以上のもの，できないようなもの，予測が不可能なものであると，危険
な状況が多く生まれ，事故やけがにつながることになります。対象をしっかり理解し，レベルに合
わせることをしっかり頭において計画を立てましょう。

（２）学校の先生との打ち合わせ

　事前に，学校の先生との間でしっかりとコミュニケーションをとり，学校の望んでいること，学
校と指導者の役割，責任の範囲，連絡体制の確認などを行い，お互いに共通理解することで，スムー
ズな運営や緊急時に迅速な対応がとれるよう，あらかじめ準備しておくことが大切です。

（３）スタッフ同士で共通理解を図る

　実際にプログラムを提供する際には，全体指導者や補助指導者など複数の指導者が関わって行わ
れることになります。このため，プログラムの目的や進め方，連絡体制などについて共通理解を図っ
ておく必要があります。それぞれの理解に違いがあると，違った判断が起きたり，意見が食い違っ
たりすることとなり，指導者がひとつにまとまらず，結果として子どもたちにも影響が及ぶことに
なります。また，連絡や報告などが必要な情報が指導者に届かないような事態も起こり，安全面で
も問題が生じやすい状況となります。したがって，指導者間で十分に打ち合わせを行い，全員で共
通理解を図ります。

（４）計画や時間管理の余裕

　短い時間の中で，提供したい内容が多くなると，時間に追われ，無理が生じます。結果として，
あせりが生じたり，注意散漫になったり，無理をしようとして，事故やけがが起きやすい状況とな
ります。余裕をもった計画や時間管理は，安全管理の面でもたいへん重要です。

（５）指導者の能力や体制

　活動の本番では指導者が指導を行いますが，しっかりと子どもを指導するための能力を備える必
要があります。また，提供する活動の専門的な内容に精通していること，自信をもって行えるこ
となどは当然ですが，時にはリーダーシップを発揮したり，状況を素早く判断して，対処する能力
も必要となってきます。いざという時に落ち着いて対応することも能力のひとつと言えます。また，
準備段階でのスタッフトレーニングも非常に重要で，実際のプログラムやフィールドを想定して行
うことで，本番でもあわてずに指導に臨むことができます。

（６）実施場所の下見・調査

　通常，計画は机上で立てられますが，必ずプログラムを行う場所を下見・調査して実際のフィー
ルドを知り，イメージを持って準備や本番に臨むことが重要です。また，危険個所などをしっかり

チェック・把握して，けがや事故の予防策を立て，プログラムを提供することも大事です。

（７）子どもの把握

　どんな子どもがプログラムに参加するのかを，学校からの情報で事前に把握することで，プログ
ラム開始時より，きめ細かい対応ができます。特に健康面で不安をかかえていないか，既往症があ
るか，常用薬を持っているか，精神的に気になる面がないかなど，あらかじめ理解しておくことで，
指導者としても，注意や意識を向けることができると同時に余裕をもって対処していくことができ
ます。

（８）緊急時の対応

　プログラムでは事故やけがなく提供するのが最善ですが，万が一に備えて，迅速に対応すること
も考えなくてはなりません。その際に，誰がどんな役割でどこまで責任をもって判断・対処するか，
誰から誰に連絡・報告を行うかなど，あらかじめ緊急時の対応を考えておくことで，実際の場面で
の混乱や時間の遅れなどを防ぎ，迅速な対応となります。また，指導者ひとりひとりが確実に頭に
入れておき，誰が当事者になってもできるよう心がける必要もあります。

（９）保険

　学校では，基本的に学校行事での事故にそなえて，学校安全会の保険に加入しています。しかし，
指導者自身の保険については，契約主体が市町村になるのか，学校になるのかで保険の取り扱いが
異なります。自分自身で加入する必要があるのかを事前に確認しておく必要があります。
　指導者側の過失責任が問題となる場合に備えて，賠償責任保険に加入することも重要です。過失
責任が問われないように，適正に指導することは当然ですが，１００％ミスを起こさないとは限り
ません。自分自身を守ることを考え，保険を適用することで責任をとるという準備も大切です。指
導者自身が加入する保険については，スポーツ安全協会が運営している「ボランティア保険」など
がありますが，自然体験活動に関する指導者資格を持っていれば，資格を発行する団体がサービス
で掛けている場合もあります。自分自身で確認しましょう。 
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２節 ｢活動前の安全管理｣
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３節 ｢活動中の安全管理｣

　自然体験活動で行う安全管理の目的は，事故やけがなく体験を最後まで提供することです。その
ためには活動中に指導者自身がしっかりと安全管理を怠らないことは言うまでもありませんが，指
導者の力だけで１００％安全を守ることは，非常に難しく，参加者自身の安全意識も必要となりま
す。したがって，参加者自身が必要最低限の安全管理を行った上で，指導者が最終的な安全管理を
行うことが重要です。
　また，安全を重視するがゆえに，リスクをどんどん排除していくと，体験活動が持つ本来の意義
や学びのチャンスまでもが損なわれることになります。ですから，リスクマネジメントの視点を持
ち，リスクを見極め，しっかりコントロールすることで，体験活動が持つ本来の意義や学びのチャ
ンスを損なわないようにする必要があります。

（１）体調の確認

　活動を行う前に，子どもひとりひとりの体調確認を行うことからプログラムは始まります。肉体
的な疲れや精神的に不安や気になることがないか，睡眠や食事はしっかりとれているかなどです。
特に普段の家での生活とは違い，なかなか慣れない子どもがいることもあります。そういった体調
を考慮した上で，プログラムを進めることが，無理や集中力がないときに起こる事故やけがを防ぐ
ことにつながります。

（２）準備運動

　これから行う活動に向けて，しっかりと必要な準備運動を行います。特に，体を使って行う活動
であれば，よく使用する部位を中心に，ストレッチやウォーミングアップをしっかり行います。

（３）使用する施設や装備などの確認

　使用する施設や装備などの確認をしっかり行った上で，プログラムを行いましょう。活動に適し
た服装であるか？必要な持ち物を持っているか？また，水筒や食べ物などは持っているか？また，
どこかに不備があったり，正しい使用方法をしていないことで，事故やけがとならないよう確認し，
そのうえで指導を行います。

（４）安全に関しての説明（セイフティトーク）

　通常子どもたちは，これから行う活動や活動を行う場所，自然についての知識を持っていません。
危険なのでしてはいけないことや危険な動植物など，“明らかな危険”については指導者が事前に
注意を行い，安全意識を高める必要があります。この際，伝え方についても，わかりやすい言葉で，
しっかり理解させなければ効果的ではありません。しっかりとした指導を行い安全意識を持たせま
しょう。

（５）子どもの監督

　普段とは違った環境の中で自然体験活動を行うため，子ども自身で危険な場所，危険なものがわ
からない場合があります。また，興奮してしまって，集中力がなかったり，ふざけあっているうち
に事故やけがにつながる場合もあります。したがって，指導者はよく目を配らせて，参加者ひとり
ひとりの行動を把握し，適切なタイミングでしっかり指導を行うことも必要です。

（６）天候の確認

　天候はプログラムに大きく影響を与える要素の一つであり，人間の力ではどうすることもできま
せん。特に大雨や強風，雷，台風，雪崩などは災害にもつながり，危険な天候条件です。常に最新
の気象情報を手に入れ，天候を予測し，早めに判断することが事故やけがを防ぐことにつながりま
す。特に警報や注意報の発令はしっかり確認しましょう。また，そのフィールドに特徴的な気象パ
ターンを知ることも大切です。

（７）計画の実施と変更

　活動前に立てた計画をそのまま問題なく行うことができる場合と，逆に内容の変更が必要な場合
があります。計画どおりの状況とはならず，現場での状況判断のもと安全の範囲内で実施すること
が最優先です。元々の計画にとらわれすぎずに，時には柔軟に対応することも必要となります。

（８）コミュニケーションをしっかり行う

　プログラム中は指導者と子ども，指導者同士でしっかりとコミュニケーションをとりながら，進
めていくことがとても重要です。時には，伝わっていなかった結果，余計なことをしてしまったり，
ちぐはぐな行動となってしまったり，危険な状況となってしまったりすることがあります。お互い
の意思を確認したり，情報を共有することが安全確保につながります。特に，対象となる児童が理
解したり，行動できるかをよく考えた上で伝え方を工夫し，時にはデモンストレーションや視覚的
に見せて理解させることも必要となります。

（９）学校の先生とのミーティング

　プログラム実施中は，可能な限り学校の先生とのミーティングの機会を持ち，１日の報告や新し
い情報の共有などを行い，翌日の運営がスムーズになるよう活かしていきます。特に問題点などが
ある場合は，学校の先生との話し合いのもとで，改善や解決を行うことが必要となります。

（１０）指導者自身の体調管理

　指導者自身もひとりの人間であり，肉体的・精神的コンディションが行動面に大きく影響します。
疲れ，睡眠不足，精神的な不安等があれば行動や判断に迷いが出ることもあります。また，子ども
の安全を守ることもできません。したがって，しっかりと自分自身のコンディションを整え，いざ
という時に備えるよう，作業やミーティングを効率よく行い，休息をしっかり取ることも大事です。
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４節 ｢事故への対応｣

　事故が起きた場合，指導者は適切な対応をとって，被害や状況を最低限に抑えると共に，その後
のことも考えて行動をとる必要があります。

（１）冷静になる

　事故を目の当りにしたり，事故に会った場合，一般的にあわててしまいパニックになったりする
のが当たり前です。しかし，指導者自身が冷静になり，落ち着いて対応しなければ，子ども自身の
安全を確保したり，被害を最小限にすることは困難となります。ですから，どんな状況でも冷静に
なり，落ち着いて，一呼吸してから対応することが大事です。

（２）正確な状況把握と判断

　冷静になった後にすべきことは，今起こっている状況を正確に把握し，それを基に適切な判断を
下すことです。正確に状況を把握するためには，一部だけでなく全体をしっかりと把握する必要が
あります。また，正確な情報を集めることが，必要となりますので，迅速に情報収集を行い，状況
把握を行い，その後何をどうすることが最善かを判断します。

（３）現場での初期対応とけが人の応急処置

　事故の際，けが人が出ている場合はすぐに応急処置が必要となります。特に人命にかかわるよう
なけがの場合には，救命救急が必須となります。また，二次災害やこれ以上被害者やけが人が増え
ないように，早急に安全を確保することが必要です。

（４）緊急連絡体制

　全体指導者・補助指導者は，あくまで学校の先生（担任）の管理下で授業を行うという位置づけ
ですが，緊急の場合は，傷病者の救命を第一に考え，担任と協力し対応することが求められます。
　施設を利用する場合等は，施設への報告・応援要請を必ず行います。地域によっては，救急車を
呼ぶより，病院まで車で搬送したほうが早い場合もあります。また，施設の人に救急隊員の誘導な
どをお願いすることも可能です。
　あらかじめ必要な情報を入手しておき，緊急時を想定して連絡手順や役割について整理しておく
ことも重要です。その際，携帯電話やトランシーバー，無線機などを使い，迅速な報告ができるよ
うにしておくことも有効です。ただし，携帯電話やトランシーバー，無線機は，電波の通じない場
合も想定しておくことを忘れてはいけません。
　図６－５に示したような緊急連絡体制図を備えておくことも指導者間の情報共有に役立ちます。

（５）外部への連絡

　緊急で必要があれば，救急車や警察など外部の助けを依頼する場合があります。また，緊急でな
くとも，念のために医療機関に診察をしてもらうこともあります。適切な判断のもと，学校責任者
と相談の上，必要な場合は迅速に外部に連絡します。

（６）事故報告書

　事故が起きた場合は，事故報告書を作成し，学校側に報告します。事故報告に必要な内容（項目）
は，あらかじめ一定の書式にしてまとめておくとよいでしょう（図６－６）。また，しっかりと記
録を残すことで，今後同じようなことが起きないよう，予防や改善策を立てることにつながります。
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どこに問題があり，どうすれば防ぐことができたか，スタッフ全員で共有することで，今後の事故
予防に役立てていきます。

事故報告書
事故名 （ 種別 ）

発生場所

発生日時 年　　　　　　日　　　　　　時　　　　　　分

団体名 引率者氏名 ／

当該者氏名 ／ 保護者氏名 ／

住所

TEL

発信日時 年　　　　　　日　　　　　　時　　　　　　分

報告者氏名 ／ 報告者所属等 ／

事故の概況

（ 時間 ・ 対応内容 ・
対応者名等も記載

すること ）

事故の処置

事後の対応

今後の対応

図６－６「事故報告書」の例

（７）事後の対処

　指導者側に指導上の問題があった場合は，過失責任が問われることもあり，事故にあった子ども
や家族，学校に対して，誠意をもって責任をとる必要があります。保険を使った補償や賠償といっ
た具体的な責任の取り方に及ぶ場合もあります。ただし，学校行事の中で起きたことですので，ま
ずは学校として責任が問われることが通常で，その過程で指導者は学校と相談しながら，どのよう
な対処をすべきかを協議していくこととなります。
　しかし，まず大事なことは，しっかりと誠意ある態度で，謝罪・お詫びし，二度と同じことが起
こらないよう，しっかりと改善策を考えることで，信頼を得ることです。
 

５節 ｢救命救急の基本的な技術｣

　救命救急とは事故やけが，病気で目の前に人が倒れていたり，意識を失っているような場合に，
迅速な処置を行うことで人命を助ける場合に行う技術です。

　目の前で患者を発見した場合，以下のステップで処置を行います。

（１）状況把握

　○安全の確認　　　自分自身・仲間・外部者・患者

　○人数　　　　　　救助者・患者

　○原因　　　　　　けが・病気・環境

　患者に近づく前に，状況が安全かどうかを確認します。自分自身がけがをするような二次災害に
なっては，患者を助けるどころではありません。また，すでに患者がいるのに，これ以上犠牲者を
出すようであれば，処置を控えることが優先されます。また，患者に接する際には，血液や体液に
よる接触で感染するリスクから自分自身を守るためグローブの着用が常識となっています。まずは
自分自身の安全を確保した上で処置を行いましょう。
　状況や患者の状態から考えて原因がけがによるもの，病気によるもの，環境（暑さ・寒さ・高度・
動植物など）によるものかを，可能なかぎり特定しましょう。後の評価の際に役にたちます。特に
脊椎損傷が起こるような原因があったかどうかは，その後の処置に大きな影響を与えます。高所か
らの落下やものすごい勢いで地面にたたきつけられた場合などは，脊椎損傷が疑われ，脊椎固定を
行った上での処置が必要となります。ここでの把握を見逃せば，適切な処置ができず，神経を傷つ
けることにもなりかねませんので，注意が必要です。

（２）初期評価

　○循環器系　　　　脈拍・大出血

　○呼吸器系　　　　気道・呼吸

　○神経系　　　　　意識・脊椎

　次に行うことは，今すぐ生死に関わる問題があるかどうかを調べることです。人間の生命の維持
のためには，身体の機能のうち，循環器系，呼吸器系，神経系の３つの機能が正常に働く必要があ
ります。このうち，いずれかに問題があり，機能が損なわれると，死に至ります。したがって，素
早く３つの機能が正常かどうかを確認し問題があれば，すぐに処置を行います。

　　　　　　
　脈があるかないかを確認します。手首か頸動脈で脈を確認しますが，もし脈が無いようであれば，
胸部圧迫を行い，代わりに脈をつくることで，血液を循環させます。
　また，大出血の確認を行います。身体の頭から足まで，目でみるのと，実際に体の裏は両手を入
れて，出血がないかどうか確認します。最初に触れたように，血液感染を防ぐために必ずグローブ
を着用します。もし，大出血をしているようであれば，“よくねらった直接圧迫”で止血を行います。

循環器系



88 89

第
１
章

学
校
教
育
に
お
け
る
体
験
活
動
の
意
義

第
２
章

教
育
課
程
と
体
験
活
動

第
３
章

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
立
案

第
４
章

自
然
体
験
活
動
の
技
術

第
５
章

体
験
活
動
の
指
導
法

第
６
章

安
全
管
理

どこに問題があり，どうすれば防ぐことができたか，スタッフ全員で共有することで，今後の事故
予防に役立てていきます。

事故報告書
事故名 （ 種別 ）

発生場所

発生日時 年　　　　　　日　　　　　　時　　　　　　分

団体名 引率者氏名 ／

当該者氏名 ／ 保護者氏名 ／

住所

TEL

発信日時 年　　　　　　日　　　　　　時　　　　　　分

報告者氏名 ／ 報告者所属等 ／

事故の概況

（ 時間 ・ 対応内容 ・
対応者名等も記載

すること ）

事故の処置

事後の対応

今後の対応

図６－６「事故報告書」の例

（７）事後の対処

　指導者側に指導上の問題があった場合は，過失責任が問われることもあり，事故にあった子ども
や家族，学校に対して，誠意をもって責任をとる必要があります。保険を使った補償や賠償といっ
た具体的な責任の取り方に及ぶ場合もあります。ただし，学校行事の中で起きたことですので，ま
ずは学校として責任が問われることが通常で，その過程で指導者は学校と相談しながら，どのよう
な対処をすべきかを協議していくこととなります。
　しかし，まず大事なことは，しっかりと誠意ある態度で，謝罪・お詫びし，二度と同じことが起
こらないよう，しっかりと改善策を考えることで，信頼を得ることです。
 

５節 ｢救命救急の基本的な技術｣

　救命救急とは事故やけが，病気で目の前に人が倒れていたり，意識を失っているような場合に，
迅速な処置を行うことで人命を助ける場合に行う技術です。

　目の前で患者を発見した場合，以下のステップで処置を行います。

（１）状況把握

　○安全の確認　　　自分自身・仲間・外部者・患者

　○人数　　　　　　救助者・患者

　○原因　　　　　　けが・病気・環境

　患者に近づく前に，状況が安全かどうかを確認します。自分自身がけがをするような二次災害に
なっては，患者を助けるどころではありません。また，すでに患者がいるのに，これ以上犠牲者を
出すようであれば，処置を控えることが優先されます。また，患者に接する際には，血液や体液に
よる接触で感染するリスクから自分自身を守るためグローブの着用が常識となっています。まずは
自分自身の安全を確保した上で処置を行いましょう。
　状況や患者の状態から考えて原因がけがによるもの，病気によるもの，環境（暑さ・寒さ・高度・
動植物など）によるものかを，可能なかぎり特定しましょう。後の評価の際に役にたちます。特に
脊椎損傷が起こるような原因があったかどうかは，その後の処置に大きな影響を与えます。高所か
らの落下やものすごい勢いで地面にたたきつけられた場合などは，脊椎損傷が疑われ，脊椎固定を
行った上での処置が必要となります。ここでの把握を見逃せば，適切な処置ができず，神経を傷つ
けることにもなりかねませんので，注意が必要です。

（２）初期評価

　○循環器系　　　　脈拍・大出血

　○呼吸器系　　　　気道・呼吸

　○神経系　　　　　意識・脊椎

　次に行うことは，今すぐ生死に関わる問題があるかどうかを調べることです。人間の生命の維持
のためには，身体の機能のうち，循環器系，呼吸器系，神経系の３つの機能が正常に働く必要があ
ります。このうち，いずれかに問題があり，機能が損なわれると，死に至ります。したがって，素
早く３つの機能が正常かどうかを確認し問題があれば，すぐに処置を行います。

　　　　　　
　脈があるかないかを確認します。手首か頸動脈で脈を確認しますが，もし脈が無いようであれば，
胸部圧迫を行い，代わりに脈をつくることで，血液を循環させます。
　また，大出血の確認を行います。身体の頭から足まで，目でみるのと，実際に体の裏は両手を入
れて，出血がないかどうか確認します。最初に触れたように，血液感染を防ぐために必ずグローブ
を着用します。もし，大出血をしているようであれば，“よくねらった直接圧迫”で止血を行います。

循環器系
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「キャンプ指導者入門（日本キャンプ協会発行）より引用」　

　呼吸があるかどうかを確認します。患者の口元や鼻に近付き，息を聞いたり，感じたり，胸のふ
くらみを見て確認します。呼吸が止まっているようであれば，すぐに人工呼吸を開始して，代わり
に酸素を吹き込みます。
　また，呼気を吹き込んでも，入らないときは，気道が塞がっている可能性がありますので，いく
ら吹き込んでも酸素は肺にはいりません。この場合は，気道のつまりを取り除き，気道確保を行う
必要があります。
 

「キャンプ指導者入門（日本キャンプ協会発行）より引用」　　　　　「イラスト：ほしのゆきこ 」

呼吸器系

　　　　　　
　意識レベルを確認します。目を開けて起きていれば，まずは一安心ですが，無意識の場合には状
況はよくありません。特に，大きな声をかけたり，つねりによって刺激を加えても何も反応が無い
場合は，深刻な意識レベルに下がっています。この場合は処置としてできることは多くありません。
他の機能が正常になることで，意識が改善されることがあります。
　また，脊椎損傷の疑いがある場合には，それを前提にして処置を進めます。まずは，脊椎の固定
を行いますので，身体の頭・肩・腰が一直線でねじれが無い姿勢を維持して，固定します。移動や
体位を変える場合も原則この３ヶ所をしっかり固定します。　
　今まで述べた項目に優先順位はありません。どの状況も，生死に関わる重要な問題です。したがっ
て，“発見したら，すぐに処置を行うこと”が鉄則です。例えば，大出血を見つけたら，すぐに止
血を行う。脈がなければ胸部圧迫を行う。呼吸が止まっていれば人口呼吸を行う。脊椎損傷の疑い
があれば，すぐに脊椎の固定を行うといった具合です。

　以上のような救命救急措置を行い，専門の医療機関に引き継ぐまでは，指導者自身が可能な限り，
参加者の命を救うことを心がけます。

＜参考文献＞　
・指導者のリスクマネジメントトレーニング講義資料，日本アウトワード・バウンド協会
・「OUTWARD BOUND WILDERNESS FIRST-AID HANDBOOK Patient Assessment 

System」，Jeffrey Isaac，Falcon Pr Pub Co，2007

神経系
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神経系
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